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＜原 著＞  
 
⚾立中㧗一㈏ᰯにおける精神的඘㊊およࡧ♫఍的適応力の 
▷ᮇ⦪᩿的研究 
 
ᒣ田㐩人* ⸨஭ 㟹** ᱇ᕝὈ඾*** Ⳣ野 ⣧** 
 
要 約 
⚾立中㧗一㈏ᰯにおける生ᚐの心⌮状態の変໬を，「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度を用いて検
討した。精神的඘㊊と♫఍的適応力のᚓⅬ㸦㧗群・ప群㸧の⤌ࡳྜわࡏから㸲㏻りのタ࢖ࣉᒓ性に生ᚐを
ศ㢮し，ྛ タ࢖ࣉにᒓする生ᚐの心⌮変数について中学３ᖺ時から㧗ᰯ㸯ᖺ時にかけての増ῶẚ⋡をศᯒ
した㸦1   㸧。その結果，࡯とࢇどのタ࢖ࣉᒓ性における心⌮変数の変໬㸦増ຍ・⥔持・ῶᑡ㸧のฟ現
頻度は，㸯఩が「増ຍ」であり，㸰఩が「ῶᑡ」であった。特に，精神的඘㊊ではෆ向タ࢖ࣉとᜥ切れタ
࢖ࣉ，♫఍的適応力では㐟ࡧタ࢖ࣉにおいて「増ຍ」が「ῶᑡ」とẚべて᭷意に多いことが示された。 
キーワード㸸「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度，中㧗一㈏ᰯ，⦪᩿的研究 
 
 
 
問題࡜┠ⓗ 
 
⚾立中学・㧗ᰯには，建学の精神や⊂自のᩍ
⫱᪉㔪など，බ立ᰯとは異なった⚾立特᭷の特
徴があると述べられるように㸦ྜྷ田，㸧，⚾
立・බ立学ᰯでᐙᗞ⎔ቃや学ᰯ⎔ቃの差異がᣦ
᦬される㸦HJ ベࢿࢵࢭᩍ⫱研究㛤発ࢭࣥタ
࣮，㸹ᩥ㒊┬，㸧。⚾立中学ᰯを➨一ᚿ
ᮃとするඣ❺のୡᖏ཰入に㛵してベࢿࢵࢭᩍ⫱
研究㛤発ࢭࣥタ࣮㸦㸧は，බ立中㧗一㈏ᰯ
を➨一ᚿᮃとするᐙᗞとẚべてࣂラつきがᑡな
く，また㧗いことを示している。୧ぶの学Ṕが
大学または大学院である๭ྜについても⚾立中
学ᰯを➨一ᚿᮃとするᐙᗞに多く，さらに，中
学ཷ験を予定しているඣ❺の∗ぶは，「ຮ強をし
ているෆᐜの確認」や「ຮ強の意義や大切さを
ఏえる」など，Ꮚどもの学⩦へのかかわりが強
いことが確認されている㸦ベࢿࢵࢭᩍ⫱研究㛤
発ࢭࣥタ࣮，㸧。また，中㧗一㈏ᰯの学ᰯ⎔
ቃに㛵してᩥ㒊┬㸦㸧は，㧗ᰯ入学者㑅ᢤ
の影響をཷけࡎに「ࡺとり」のあるᏳ定的な学
ᰯ生活が㏦れることや，中学ᰯ㸯ᖺ生から㧗ᰯ
３ᖺ生までの異ᖺ㱋㞟ᅋによる活動が行えるこ
とにより，♫఍性や㇏かな人間性をより⫱成で
きると࣏ࢪࢸ࢕ࣈなഃ㠃をᣦ᦬している。一᪉
で，中㧗一㈏ᰯに㏻う生ᚐの心⌮状態に㛵する
ࢿ࢞ࢸ࢕ࣈなഃ㠃もあると考えられる。例えば，
生ᚐ㞟ᅋが㛗ᮇ間同一メࣥࣂ࣮でᅛ定されるこ
とにより，学⩦⎔ቃになじめない生ᚐがฟてく
ることや，学ᖺが上がるにつれて生ᚐ間の学力
差が生じることが述べられる㸦ᩥ㒊┬，㸧。 
 しかしながら，⚾立・බ立ᰯでそのようなᐙ
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Abstract 
 
In this study, we examined methods of support for friends who injure 
themselves, focusing specifically on wrist-cutting, which has permeated general 
society. Overall, “listening to friends’ problems” was the most common methods of 
support. Moreover, from the results of interviews when listening to friends’ 
problems, participants “choose a specific place to talk” and give them advice. 
Additionally, 42 males 㸦 46.15%) and 65 females 㸦 47.45%) among the 
participants of the 228 people chose a same sex individual as their guidance 
friend, which is in line with the results of previous studies. Finally, intervention 
by friends was found to be effective in decreasing the frequency of wrist-cutting 
incidents; however, this result was not necessarily true in the long-term. 
Therefore, we concluded that a more basic system is needed, in which support is 
provided for the friend rather than trying to solve the friend’s problems. Methods 
of support such as listening and helping an individual to solve their problems by 
themselves can be effective in reducing the prevalence of self-injuries.   
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ᗞ⎔ቃや学ᰯ⎔ቃの差異がᣦ᦬されるにもかか
わらࡎ㸦HJ ベࢿࢵࢭᩍ⫱研究㛤発ࢭࣥタ࣮，
㸹ᩥ㒊┬，㸧，⚾立中㧗一㈏ᰯに╔目し
た⮫ᗋ心⌮学的研究は␿学調ᰝや事例ሗ࿌に␃
まっており㸦HJᫍ野，㸹᭱上，㸧，
生ᚐの心⌮状態を検討したものは見ᙜらない。
また，⚾立中㧗一㈏ᰯに㏻う生ᚐへの心⌮的支
᥼では，බ立ᰯで⵳✚された生ᚐの心⌮状態や
事例のデ࣮タを活かして実᪋するとされるが
㸦日本⮫ᗋ心⌮ኈ㈨᱁認定༠఍，㸧，生ᚐの
ᐙᗞ⎔ቃや学ᰯ⎔ቃなど，බ立ᰯと異なる性㉁
があることを㋃まえれば，බ立ᰯで⵳✚された
デ࣮タからでは，⚾立中㧗一㈏ᰯに㏻う生ᚐの
ࢽ࣮ࢬ応じた心⌮的支᥼を検討するのに༑ศで
あるとはゝい難い。 
 「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ
野・⥥஭，㸧はᩍ⫱┦ㄯや生ᚐᣦᑟに┤結
する心⌮検ᰝであることが示されており㸦HJ
᱇ᕝ・ຍ⸨・⥥஭・中ᮧ・Ⳣ野，㸹増田・
Ⳣ野・⥥஭，㸧，生ᚐが学ᰯやᐙᗞなどで意
ḧ的に日常生活を㏦るための⎔ቃ᮲௳㸦精神的
඘㊊㸧や，♫఍的ሙ㠃で適切に行動できる能力
㸦♫఍的適応力㸧という生ᚐの心⌮状態を 定
する。つまり，⚾立中㧗一㈏ᰯでᚓられる本ᑻ
度のデ࣮タは，⚾立中㧗一㈏ᰯの特徴がྵまれ
た生ᚐの⎔ቃ᮲௳を定㔞໬するとともに，そこ
で⋓ᚓされる♫఍的能力を᫂らかにすると᥎ᐹ
される。それにຍえ，ᩍ⫱┦ㄯや生ᚐᣦᑟでは
生ᚐへのຓゝと୪行して，生ᚐの「心⌮状態の
変໬に応じた生ᚐ⌮ゎ」を行うことが᥎進され
ている㸦ᩥ㒊科学┬，㸧。特に，中学から㧗
ᰯへの⛣行ᮇ㸦௨ୗ，㧗ᰯ⛣行ᮇ㸧は，不Ⓩᰯ
などの学ᰯ不適応や，学ᰯによっては中㧗一㈏
ᰯࡺえの進学に向けた➇த㛵ಀの厳しさからく
る様々な心⌮的ⴱ⸨などが生じやすいと考えら
れる。そのため，精神的඘㊊や♫఍的適応力と
いった心⌮変数を⦪᩿的㸦中学３ᖺ時から㧗ᰯ
㸯ᖺ時㸧にとらえることで，生ᚐの変໬に応じ
た生ᚐ⌮ゎのᣦ㔪となる基♏デ࣮タになりᚓる
ことが考えられるとともに，中学３ᖺ時の心⌮
状態を㋃まえた㧗ᰯ進学ᚋのᣦᑟを考える一ຓ
となると思われる。 
 そこで本研究では，⚾立中㧗一㈏ᩍ⫱で生じ
る㧗ᰯ⛣行ᮇの心⌮状態の変໬を᫂らかにする
ため，中学３ᖺ時の精神的඘㊊と♫఍的適応力
のᚓⅬ群㸦㧗群・ప群㸧の⤌ࡳྜわࡏである㸲
㏻りのタ࢖ࣉᒓ性におけるྛ変数㸦精神的඘
㊊・♫఍的適応力㸧が，㧗ᰯ進学ᚋ㸦㧗ᰯ  ᖺ
時㸧にどのような変໬をするのかを「増ຍ」と
「ῶᑡ」のẚ⋡から検討する。 
 
᪉ἲ 
 
調ᰝ༠力者 
3KDVH㸯㸸ᮾி㒔にある⚾立中学ᰯに㏻う３ᖺ生
の男Ꮚ  ྡ，ዪᏊ  ྡのィ  㸦ྡ$ ᰯ 
ྡ，% ᰯ  ྡ，& ᰯ  ྡ㸧を調ᰝ対㇟者とし
た。᭷ຠᅇ⟅はḞᖍ者を㝖いた男Ꮚ  ྡ，ዪ
Ꮚ  ྡの  ྡ㸦$ ᰯ  ྡ，% ᰯ  ྡ，&
ᰯ ྡ㸧であり，᭷ຠᅇ⟅⋡は であった。 
3KDVH㸰㸸中学３ᖺ時㸦3KDVH㸯㸧で᭷ຠᅇ⟅で
あった調ᰝ༠力者  ྡを㧗ᰯ進学ᚋの調ᰝ対
㇟者とした。᭷ຠᅇ⟅は男Ꮚ  ྡ，ዪᏊ 
ྡの  ྡ㸦$ ᰯ  ྡ，% ᰯ  ྡ，& ᰯ 
ྡ㸧であり，᭷ຠᅇ⟅⋡は であった。3KDVH
㸯と 3KDVH㸰から⟬ฟされる᭱⤊᭷ຠᅇ⟅⋡は
であった。 
調ᰝ時ᮇ 
3KDVH㸯㸸 ᖺ㸰᭶ୗ᪪から３᭶上᪪㸦中学
３ᖺ時の 定㸧 
3KDVH㸰㸸 ᖺ㸷᭶上᪪から㸷᭶ୗ᪪㸦㧗ᰯ
㸯ᖺ時の 定㸧 
調ᰝᮦᩱ 
・「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ野・
⥥஭，㸧 
 ᐙᗞや学ᰯといった生ᚐにとって㌟㏆な生活
ሙ㠃から作成された  の㉁問㡯目でᵓ成され
る。ᅇ⟅ᙧᘧは㸲௳ἲ㸦はい，ややはい，やや
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いいえ，いいえ㸧である。「精神的඘㊊・♫఍的 
適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ野・⥥஭，㸧では，
精神的඘㊊と♫఍的適応力の大きく㸰つを 定
する。 
 精神的඘㊊とは，Ꮚどもが，ᐙᗞや学ᰯで大
人から見ᏲられᏳ心して過ࡈࡏる，自ศの気持
ちをよくわかってもらえる，日々の生活が඘実
している，自ศの存在や行動が認められる，な
どを日常生活の中で඘㊊される⎔ቃ᮲௳であり，
「意ḧの※」になるものである㸦Ⳣ野，㸧。
また，♫఍的適応力とは，生ᚐが㞟ᅋ・♫఍の
なかで自ศを確立するとともに，෇⁥な対人行
動をとり，個々の♫఍的ሙ㠃で適切に行動でき
る能力である㸦Ⳣ野，㸧。 
 「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ
野・⥥஭，㸧における信㢗性は，Ⳣ野・⥥
஭㸦㸧により確認されている。また，ᩍ⫱
ሙ㠃における生ᚐ⌮ゎへの活用がጇᙜであるこ
とが示されている㸦⥥஭・Ⳣ野・⵿ᆅ，㸹
⥥஭・Ⳣ野・増田・⵿ᆅ，㸧。 
調ᰝᡭ続き 
 調ᰝ対㇟である３ᰯとも「⥲ྜ的な学⩦」の
時間にᅇ⟅を行った。実᪋時間は配ᕸおよࡧᅇ
཰時間をྵめ⣙  ศであった。なお，3KDVH㸯
㸦中㸯㸧およࡧ 3KDVH㸰㸦㧗㸯㸧において同様
のᡭ続きで調ᰝを実᪋した。それࡒれの調ᰝに
おいてはẶྡをグ入さࡏ，中３と㧗㸯のデ࣮タ
を同定できるようにした。 
結果の㞟ィ 
 本調ᰝにおける精神的඘㊊㸦３Ⅼ㹼 Ⅼ㸧お
よࡧ♫఍的適応力㸦㸴Ⅼ㹼 Ⅼ㸧は，Ⳣ野・⥥
஭㸦㸧によってᶆ‽໬された್を᥇用した。
そして，精神的඘㊊の್を⦪㍈，♫఍的適応力
の್をᶓ㍈にとってࣉࣟࢵトしたࢢラࣇ㸦஧ḟ
ඖᕸ置ᅗ㸧を作成した。Ⳣ野・増田・⥥஭・⵿
ᆅ㸦㸧はྛ変数の中ኸ್でศ๭された㇟㝈
を，➨㸯㇟㝈「意ḧタ࢖ࣉ」➨㸰㇟㝈「㐟ࡧタ
࢖ࣉ」➨３㇟㝈「ෆ向タ࢖ࣉ」➨㸲㇟㝈「ᜥ切
れタ࢖ࣉ」と࿨ྡしている。 
⤖ᯝ 
 
精神的඘㊊と♫఍的適応力のそれࡒれの್に
ついて，中３の್㸦;㸯㸧と㧗㸯の್㸦;㸰㸧の差
から，;㸰̺;㸯㸼㸮を「増ຍ」，;㸰̺;㸯㸻㸮を「⥔
持」，;㸰̺;㸯㸺㸮を「ῶᑡ」と定義した。 
ྛ学ᰯにおける精神的඘㊊の変໬のෆヂを
7DEOH ，♫఍的適応力の変໬のෆヂを 7DEOH 
に示した。そこで，精神的඘㊊の増ຍ・⥔持・
ῶᑡといった変໬の๭ྜに学ᰯ差があるのかを
検討した。⊂立性の検定を行った結果，஫いに
⊂立であることが確認された㸦Ȯ ，1    
  ，QV，&UDPHU̓V 9   㸧。また同
様に，♫఍的適応力の増ຍ・⥔持・ῶᑡといっ
た変໬の๭ྜに学ᰯ差があるのかを検討した。
⊂立性の検定を行った結果，஫いに⊂立ではな
いことが確認された㸦Ȯ ，1      ，
S  ，&UDPHU̓V 9   㸧。 
 性ูにおける精神的඘㊊の変໬のෆヂを
7DEOH ，♫఍的適応力の変໬のෆヂを 7DEOH 
に示した。そこで，精神的඘㊊の増ຍ・⥔持・
ῶᑡといった変໬の๭ྜに性差があるのかを検
討した。⊂立性の検定を行った結果，஫いに⊂
立であることが確認された㸦Ȯ ，1      
，QV，&UDPHU̓V 9   㸧。 
また同様に，♫఍的適応力の増ຍ・⥔持・ῶ
ᑡといった変໬の๭ྜに性差があるのかを検討
した。⊂立性の検定を行った結果，஫いに⊂立
であることが確認されたȮ ，1      
，QV，&UDPHU̓V 9   。 
中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性における精神的඘㊊
の変໬のෆヂを 7DEOH ，♫఍的適応力の変໬ 
のෆヂを 7DEOH  に示した。そこで，精神的඘
㊊の増ຍ・⥔持・ῶᑡといった変໬の๭ྜに中 
学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性による差があるのかを検
討した。⊂立性の検定を行った結果，஫いに⊂
立でないことが確認された㸦Ȯ ，1      
，S  ，&UDPHU̓V 9   㸧。また
同様に，♫఍的適応力の増ຍ・⥔持・ῶᑡとい
ᗞ⎔ቃや学ᰯ⎔ቃの差異がᣦ᦬されるにもかか
わらࡎ㸦HJ ベࢿࢵࢭᩍ⫱研究㛤発ࢭࣥタ࣮，
㸹ᩥ㒊┬，㸧，⚾立中㧗一㈏ᰯに╔目し
た⮫ᗋ心⌮学的研究は␿学調ᰝや事例ሗ࿌に␃
まっており㸦HJᫍ野，㸹᭱上，㸧，
生ᚐの心⌮状態を検討したものは見ᙜらない。
また，⚾立中㧗一㈏ᰯに㏻う生ᚐへの心⌮的支
᥼では，බ立ᰯで⵳✚された生ᚐの心⌮状態や
事例のデ࣮タを活かして実᪋するとされるが
㸦日本⮫ᗋ心⌮ኈ㈨᱁認定༠఍，㸧，生ᚐの
ᐙᗞ⎔ቃや学ᰯ⎔ቃなど，බ立ᰯと異なる性㉁
があることを㋃まえれば，බ立ᰯで⵳✚された
デ࣮タからでは，⚾立中㧗一㈏ᰯに㏻う生ᚐの
ࢽ࣮ࢬ応じた心⌮的支᥼を検討するのに༑ศで
あるとはゝい難い。 
 「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ
野・⥥஭，㸧はᩍ⫱┦ㄯや生ᚐᣦᑟに┤結
する心⌮検ᰝであることが示されており㸦HJ
᱇ᕝ・ຍ⸨・⥥஭・中ᮧ・Ⳣ野，㸹増田・
Ⳣ野・⥥஭，㸧，生ᚐが学ᰯやᐙᗞなどで意
ḧ的に日常生活を㏦るための⎔ቃ᮲௳㸦精神的
඘㊊㸧や，♫఍的ሙ㠃で適切に行動できる能力
㸦♫఍的適応力㸧という生ᚐの心⌮状態を 定
する。つまり，⚾立中㧗一㈏ᰯでᚓられる本ᑻ
度のデ࣮タは，⚾立中㧗一㈏ᰯの特徴がྵまれ
た生ᚐの⎔ቃ᮲௳を定㔞໬するとともに，そこ
で⋓ᚓされる♫఍的能力を᫂らかにすると᥎ᐹ
される。それにຍえ，ᩍ⫱┦ㄯや生ᚐᣦᑟでは
生ᚐへのຓゝと୪行して，生ᚐの「心⌮状態の
変໬に応じた生ᚐ⌮ゎ」を行うことが᥎進され
ている㸦ᩥ㒊科学┬，㸧。特に，中学から㧗
ᰯへの⛣行ᮇ㸦௨ୗ，㧗ᰯ⛣行ᮇ㸧は，不Ⓩᰯ
などの学ᰯ不適応や，学ᰯによっては中㧗一㈏
ᰯࡺえの進学に向けた➇த㛵ಀの厳しさからく
る様々な心⌮的ⴱ⸨などが生じやすいと考えら
れる。そのため，精神的඘㊊や♫఍的適応力と
いった心⌮変数を⦪᩿的㸦中学３ᖺ時から㧗ᰯ
㸯ᖺ時㸧にとらえることで，生ᚐの変໬に応じ
た生ᚐ⌮ゎのᣦ㔪となる基♏デ࣮タになりᚓる
ことが考えられるとともに，中学３ᖺ時の心⌮
状態を㋃まえた㧗ᰯ進学ᚋのᣦᑟを考える一ຓ
となると思われる。 
 そこで本研究では，⚾立中㧗一㈏ᩍ⫱で生じ
る㧗ᰯ⛣行ᮇの心⌮状態の変໬を᫂らかにする
ため，中学３ᖺ時の精神的඘㊊と♫఍的適応力
のᚓⅬ群㸦㧗群・ప群㸧の⤌ࡳྜわࡏである㸲
㏻りのタ࢖ࣉᒓ性におけるྛ変数㸦精神的඘
㊊・♫఍的適応力㸧が，㧗ᰯ進学ᚋ㸦㧗ᰯ  ᖺ
時㸧にどのような変໬をするのかを「増ຍ」と
「ῶᑡ」のẚ⋡から検討する。 
 
᪉ἲ 
 
調ᰝ༠力者 
3KDVH㸯㸸ᮾி㒔にある⚾立中学ᰯに㏻う３ᖺ生
の男Ꮚ  ྡ，ዪᏊ  ྡのィ  㸦ྡ$ ᰯ 
ྡ，% ᰯ  ྡ，& ᰯ  ྡ㸧を調ᰝ対㇟者とし
た。᭷ຠᅇ⟅はḞᖍ者を㝖いた男Ꮚ  ྡ，ዪ
Ꮚ  ྡの  ྡ㸦$ ᰯ  ྡ，% ᰯ  ྡ，&
ᰯ ྡ㸧であり，᭷ຠᅇ⟅⋡は であった。 
3KDVH㸰㸸中学３ᖺ時㸦3KDVH㸯㸧で᭷ຠᅇ⟅で
あった調ᰝ༠力者  ྡを㧗ᰯ進学ᚋの調ᰝ対
㇟者とした。᭷ຠᅇ⟅は男Ꮚ  ྡ，ዪᏊ 
ྡの  ྡ㸦$ ᰯ  ྡ，% ᰯ  ྡ，& ᰯ 
ྡ㸧であり，᭷ຠᅇ⟅⋡は であった。3KDVH
㸯と 3KDVH㸰から⟬ฟされる᭱⤊᭷ຠᅇ⟅⋡は
であった。 
調ᰝ時ᮇ 
3KDVH㸯㸸 ᖺ㸰᭶ୗ᪪から３᭶上᪪㸦中学
３ᖺ時の 定㸧 
3KDVH㸰㸸 ᖺ㸷᭶上᪪から㸷᭶ୗ᪪㸦㧗ᰯ
㸯ᖺ時の 定㸧 
調ᰝᮦᩱ 
・「精神的඘㊊・♫఍的適応力」ホ౯ᑻ度㸦Ⳣ野・
⥥஭，㸧 
 ᐙᗞや学ᰯといった生ᚐにとって㌟㏆な生活
ሙ㠃から作成された  の㉁問㡯目でᵓ成され
る。ᅇ⟅ᙧᘧは㸲௳ἲ㸦はい，ややはい，やや
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Table 1 Table 2 
精神的඘㊊の変໬と学ᰯ差の㛵連(N = 303) ♫఍的適応力の変໬と学ᰯ差の㛵連(N = 303) 
  A ᰯ B ᰯ C ᰯ ྜィ   A ᰯ B ᰯ C ᰯ ྜィ 
増ຍ  64  57  38 159 増ຍ  64  57  27 148 
⥔持  38  19  12  69 ⥔持  10   9  11  30 
ῶᑡ  40  24  11  75 ῶᑡ  68  34  23 125 
ྜィ 142 100  61 303 ྜィ 142 100  61 303 
Ȯ2 (4，N = 303) = 6.674，p = .154，Cramer’s V = .105. Ȯ2 (4，N = 303) = 10.342，p < .05，Cramer’s V = .131. 
Table 3 Table 4 
精神的඘㊊の変໬と性ูの㛵連(N = 303) ♫఍的適応力の変໬と性ูの㛵連(N = 303) 
  男Ꮚ ዪᏊ ྜィ   男Ꮚ ዪᏊ ྜィ 
増ຍ  91  68 159 増ຍ  77  71 148 
⥔持  32  37  69 ⥔持  17  13  30 
ῶᑡ  44  31  75 ῶᑡ  73  52 125 
ྜィ 167 136 303 ྜィ 167 136 303 
Ȯ2 (2，N = 303) = 2.800，p = .247，Cramer’s V  
= .096. 
Ȯ2 (2，N = 303) = 1.145，p = .564，Cramer’s V  
= .061. 
Table 5  Table 6 
精神的඘㊊の変໬と中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性の㛵連
(N = 303) 
♫఍的適応力の変໬と中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性の㛵連
(N = 303) 
  意ḧ 㐟ࡧ ෆ向 
ᜥ切
れ 
ྜィ   意ḧ 㐟ࡧ ෆ向 ᜥ切れ ྜィ 
増ຍ  47  24  62  26 159 増ຍ  50  31  53  14 148 
⥔持  32  13  19   5  69 ⥔持  13   5   9   3  30 
ῶᑡ  37  14  20   4  75 ῶᑡ  53  15  39  18 125 
ྜィ 116  51 101  35 303 ྜィ 116  51 101  35 303 
Ȯ2 (6N = 303) = 17.348，p < .01，Cramer’s V =.169. Ȯ2 (6，N = 303)=6.803，p =.339，Cramer’s V =.106. 
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った変໬の๭ྜに中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性によ
る差があるのかを検討した。⊂立性の検定を行
った結果，஫いに⊂立であることが確認された
Ȯ ，1      ，QV， &UDPHU̓V 9 
  。 
中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性におけるྛ変数の「増
ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡の検討 
 中学３ᖺ時にᜥ切れタ࢖ࣉにᒓしていた生ᚐ
の精神的඘㊊の変໬を㝖いて，タ࢖ࣉᒓ性にお
けるྛ変数の増ຍ・⥔持・ῶᑡといった変໬の
ฟ現頻度は，㸯఩が「増ຍ」であり，㸰఩が「ῶ
ᑡ」であった。中学３ᖺ時のタ࢖ࣉにおける精
神的඘㊊の「増ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡に差があ
るか検討するため，適ྜ度検定を行った㸦7DEOH 
㸧。その結果，඲体およࡧෆ向タ࢖ࣉとᜥ切れ
タ࢖ࣉにおいて᭷意なẚ⋡の差が確認された
㸦Ȯ1      S  ȭ   㸹
Ȯ1      S  ȭ   㸹
Ȯ1      S  ȭ   㸧。
また，中学３ᖺ時のタ࢖ࣉにおける♫఍的適応
力の「増ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡に差があるか検
討するため，適ྜ度検定を行った㸦7DEOH 㸧。
その結果，㐟ࡧタ࢖ࣉにおいて᭷意なẚ⋡の差
が確認された㸦Ȯ1      S  
ȭ   㸧。 
 
Table 7 
中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性における精神的඘㊊の変໬の傾向 
増ຍ ῶᑡ 
タ࢖ࣉ 1 㸣   1 㸣  Ȯ ȭ 
意ḧ  47 41 37 32 1.19 0.06 
㐟ࡧ  24 47 14 27 2.632 0.133 
ෆ向  62 61 20 20     21.512 0.265 
ᜥ切れ  26 74   4 11      16.133 0.394 
඲体 159 52  75 25      14.846 0.182 
p <.05.p <.01.p <.001 
Table 8 
中学３ᖺ時のタ࢖ࣉูに見た♫఍的適応力の変໬の傾向 
増ຍ ῶᑡ 
タ࢖ࣉ 1 㸣   1 㸣  Ȯ ȭ 
意ḧ  50 43  53 46 0.087 0.015 
㐟ࡧ  31 61  15 30  5.565 0.177 
ෆ向  53 52  39 39  2.13 0.076 
ᜥ切れ  14 40   18 51   0.50 0.063 
඲体 148 49  125 41  0.809 0.042 
p <.05.p <.01.p <.001 
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⪃ᐹ 
 
本研究の目的は，中学３ᖺ時の精神的඘㊊と
♫఍的適応力のᚓⅬ群㸦㧗群・ప群㸧の⤌ࡳྜ
わࡏである㸲㏻りのタ࢖ࣉᒓ性におけるྛ変数
㸦精神的඘㊊・♫఍的適応力㸧が，㧗ᰯ進学ᚋ
㸦㧗ᰯ  ᖺ時㸧にどのような変໬をするのかを
「増ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡から検討することで，
⚾立中㧗一㈏ᩍ⫱で生じる㧗ᰯ⛣行ᮇの心⌮状
態の変໬を᫂らかにすることであった。 
調ᰝ༠力ᰯの特性 
いࡎれの学ᰯも男ዪඹ学である。また，いࡎ
れの学ᰯも大学の௜ᒓᰯであるが，%ᰯおよࡧ &
ᰯは௚大学への進学が多く，大学ཷ験の‽ഛを
行う生ᚐが多いことが᥎ᐹされる。クラス⦅成
は，$ ᰯがෆ進生㸦௜ᒓ中学から入学㸧とእ進
生㸦㧗ᰯཷ験を経て入学㸧のΰ成であり，% ᰯ
はෆ進生のࡳの中㧗一㈏ᰯ，& ᰯはෆ進生とእ
進生がู々のクラスに在⡠している。 
ྛ変数の変໬と学ᰯ差およࡧ性差の㛵連 
 ྛ変数の変໬と学ᰯ差の㛵連の検討では，精
神的඘㊊の変໬は学ᰯ要因によらࡎ，ある一定
の「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」のẚ⋡であることが
示唆された。一᪉で，学ᰯ要因と♫఍的適応力
の変໬には㛵連があり，♫఍的適応力の変໬は
学ᰯ要因によって「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」のẚ
⋡が異なることが示された。また，ྛ変数の変
໬と性差の検討では，精神的඘㊊の変໬およࡧ
♫఍的適応力の変໬と性ูは஫いに⊂立である
ことが確認された。つまり，精神的඘㊊と♫఍
的適応力の変໬は性ู要因によらࡎ，ある一定
の「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」のẚ⋡であることが
示唆された。 
 ௨上の結果にຍえ，精神的඘㊊の「増ຍ」し
た生ᚐが「ῶᑡ」した生ᚐにẚべて᭷意に多い
ことは，Ⳣ野㸦㸧を㋃まえると，同じᰯ⯋
で㸲ᖺ目を㏄えたため生じるᏳ心感の㧗まりや
ᴦしい体験の増ຍ，より཭人やᩍဨと័れぶし
ࡴため生じる認められる体験の増ຍによるもの
であると考えられる。それが学ᰯや性ูによら
ࡎࡳられたことは，生ᚐ㞟ᅋが㛗ᮇ間同一メࣥ
ࣂ࣮の中で学ᖺを✚ࡳ重ねることのຠ果である
と᥎ᐹされる。一᪉で，♫఍的適応力の㌟に௜
き᪉に学ᰯ差があることは，㧗ᰯからその学ᰯ
に進学してきた生ᚐ㸦እ進生㸧の存在があると
考えられる。調ᰝ対㇟ᰯで % ᰯのࡳが㧗ᰯ入ヨ
を実᪋しない学ᰯであるため，እ進生が在⡠し
ていなかった。$ ᰯおよࡧ & ᰯは㧗ᰯ入ヨを実
᪋し，እ進生がෆ進生と同➼，もしくは多い学
ᰯであった。7DEOH  から確認されるように，
እ進生が在⡠しない % ᰯでは，♫఍的適応力が
「増ຍ」する生ᚐが「ῶᑡ」する生ᚐよりも多
く，一᪉で，$ ᰯおよࡧ & ᰯは➼ẚ⋡であると
考えられる。እ進生が入学することについてᩥ
㒊┬㸦㸧は，学業上のいわࡺる「中だるࡳ」
の対⟇となるとᣦ᦬しているが，本研究では，
እ進生が入学することにより♫఍的適応力がప
ୗする生ᚐの増えるࣜスクが㧗いことが示唆さ
れた。このことは，ᑻ度の㉁問㡯目をᅇ⟅する
というᐈ観的な自己⌮ゎを行う上で，より大人
ࡧたእ進生と┦対的にẚ㍑してしまっていると
ゎ㔘される。 
中学３ᖺ時のタ࢖ࣉにおけるྛ変数の変໬の検
討 
 中学３ᖺ時のタ࢖ࣉにおけるྛ変数の「増ຍ」
と「ῶᑡ」のẚ⋡の㐪いを検討する上఩の検定
として，ྛ変数の変໬と中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ
性の㛵連を検討した結果，精神的඘㊊の変໬は
中学３ᖺ時にどのタ࢖ࣉにᒓするかで，「増ຍ」
「⥔持」「ῶᑡ」といったẚ⋡の傾向に㐪いがあ
ることが確認された。一᪉で，♫఍的適応力の
変໬はどのタ࢖ࣉにᒓするかによらࡎ，ある一
定の「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」といったẚ⋡の傾
向をもつことが示唆された。そこで，本研究の
目的である，中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性における
ྛ変数の「増ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡の㐪いを検
討した。 
 その結果，中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性と㛵連が
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ある精神的඘㊊の変໬では「ෆ向タ࢖ࣉ」と「ᜥ
切れタ࢖ࣉ」において，「増ຍ」した生ᚐ数が「ῶ
ᑡ」した生ᚐ数とẚべて᭷意に多いことが確認
されたことから，特に精神的඘㊊のపい生ᚐで
精神的඘㊊の「増ຍ」が見られることが᫂らか
となった。学ᖺが上がることによって精神的඘
㊊が増ຍすることは，ᑡなくとも，この㧗ᰯ進
学時において生ᚐの⎔ቃ᮲௳がᏳ定することを
示唆している。中学３ᖺ時に精神的඘㊊がపい
生ᚐに対して，ᩍᖌは生ᚐを見Ᏺる㸦ឡ᝟を注
ࡄ㸧ጼໃをもちながら，⎔ቃ᮲௳がᏳ定するこ
とを考៖して㧗ᰯ進学ᚋの生ᚐᣦᑟの᪉㔪をỴ
めるᚲ要があると思われる。しかし，♫఍的適
応力の変໬では「㐟ࡧタ࢖ࣉ」においてのࡳ「増
ຍ」した生ᚐ数が「ῶᑡ」した生ᚐ数とẚべて
᭷意に多いことが示されたものの，「ෆ向タ࢖
ࣉ」では「増ຍ」と「ῶᑡ」が➼ẚ⋡であった。
௨上の結果は，♫఍的適応力が「増ຍ」するた
めには，㧗い精神的඘㊊がᚲ要であることを示
唆していると考えられる。ᩍᖌは，生ᚐの♫఍
的行動が強໬される⎔ቃをᩚえ，さらに個ู的
な対応をຍえるようなᣦᑟがᚲ要であると思わ
れる。中㧗一㈏ᰯにおける㧗ᰯ進学時において，
生ᚐの⎔ቃ᮲௳をᨵၿするために，例えば，生
ᚐが஺཭㛵ಀをᚲ要とするጤဨ఍活動や，ࢳ࣮
ムࣉレ࣮をᚲ要とする㒊活動などを⤂介したり，
࢟ࣕࣜ࢔ᩍ⫱をࡩまえた進㊰ᣦᑟをしたりする
ᣦᑟがᮃましいと思われる。 
研究の㝈⏺と௒ᚋのᒎᮃ 
 本研究の知見は，⚾立の特性を㋃まえた増ຍ
やῶᑡといったྛ変数㸦精神的඘㊊・♫఍的適
応力㸧の変໬を࿊示することにより，ᩍ⫱┦ㄯ
的観Ⅼからこの時ᮇになࡐ「増ຍ」「⥔持」「ῶ
ᑡ」しなかったのかをᩍ⫱㛵ಀ者が意見をฟし
ྜって考ᐹするための基♏的㈨ᩱとなることが
ᮇᚅされる。本研究では中学３ᖺと㧗ᰯ㸯ᖺに
おける▷ᮇ⦪᩿的研究であったが，௒ᚋは，連
続した௚の学ᖺ間や，㸴ᖺ間の⦪᩿研究を行う
など，中㧗一㈏ᰯに㏻う生ᚐの心⌮変数㸦精神
的඘㊊・♫఍的適応力㸧の⦪᩿的デ࣮タの⵳✚
をᅗるᚲ要があると思われる。また，中㧗一㈏
ᩍ⫱をཷけている生ᚐのࡳならࡎ，㧗ᰯから⚾
立㧗ᰯに入学した生ᚐとのẚ㍑研究をすること
により，中㧗一㈏ᩍ⫱の特徴をより᫂確にする
ことができると考えられる。 
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およࡧᩍ⫱┦ㄯにおける活用の実㊶ሗ࿌ 
日本ᩍ⫱心⌮学఍⥲఍発⾲ㄽᩥ㞟，， 
᭱上㈗Ꮚ㸦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ᩥ㒊┬㸦㸧 ୡ⣖をᒎᮃした我がᅜのᩍ
⫱の在り᪉について 中ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍➨㸰
⪃ᐹ 
 
本研究の目的は，中学３ᖺ時の精神的඘㊊と
♫఍的適応力のᚓⅬ群㸦㧗群・ప群㸧の⤌ࡳྜ
わࡏである㸲㏻りのタ࢖ࣉᒓ性におけるྛ変数
㸦精神的඘㊊・♫఍的適応力㸧が，㧗ᰯ進学ᚋ
㸦㧗ᰯ  ᖺ時㸧にどのような変໬をするのかを
「増ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡から検討することで，
⚾立中㧗一㈏ᩍ⫱で生じる㧗ᰯ⛣行ᮇの心⌮状
態の変໬を᫂らかにすることであった。 
調ᰝ༠力ᰯの特性 
いࡎれの学ᰯも男ዪඹ学である。また，いࡎ
れの学ᰯも大学の௜ᒓᰯであるが，%ᰯおよࡧ &
ᰯは௚大学への進学が多く，大学ཷ験の‽ഛを
行う生ᚐが多いことが᥎ᐹされる。クラス⦅成
は，$ ᰯがෆ進生㸦௜ᒓ中学から入学㸧とእ進
生㸦㧗ᰯཷ験を経て入学㸧のΰ成であり，% ᰯ
はෆ進生のࡳの中㧗一㈏ᰯ，& ᰯはෆ進生とእ
進生がู々のクラスに在⡠している。 
ྛ変数の変໬と学ᰯ差およࡧ性差の㛵連 
 ྛ変数の変໬と学ᰯ差の㛵連の検討では，精
神的඘㊊の変໬は学ᰯ要因によらࡎ，ある一定
の「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」のẚ⋡であることが
示唆された。一᪉で，学ᰯ要因と♫఍的適応力
の変໬には㛵連があり，♫఍的適応力の変໬は
学ᰯ要因によって「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」のẚ
⋡が異なることが示された。また，ྛ変数の変
໬と性差の検討では，精神的඘㊊の変໬およࡧ
♫఍的適応力の変໬と性ูは஫いに⊂立である
ことが確認された。つまり，精神的඘㊊と♫఍
的適応力の変໬は性ู要因によらࡎ，ある一定
の「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」のẚ⋡であることが
示唆された。 
 ௨上の結果にຍえ，精神的඘㊊の「増ຍ」し
た生ᚐが「ῶᑡ」した生ᚐにẚべて᭷意に多い
ことは，Ⳣ野㸦㸧を㋃まえると，同じᰯ⯋
で㸲ᖺ目を㏄えたため生じるᏳ心感の㧗まりや
ᴦしい体験の増ຍ，より཭人やᩍဨと័れぶし
ࡴため生じる認められる体験の増ຍによるもの
であると考えられる。それが学ᰯや性ูによら
ࡎࡳられたことは，生ᚐ㞟ᅋが㛗ᮇ間同一メࣥ
ࣂ࣮の中で学ᖺを✚ࡳ重ねることのຠ果である
と᥎ᐹされる。一᪉で，♫఍的適応力の㌟に௜
き᪉に学ᰯ差があることは，㧗ᰯからその学ᰯ
に進学してきた生ᚐ㸦እ進生㸧の存在があると
考えられる。調ᰝ対㇟ᰯで % ᰯのࡳが㧗ᰯ入ヨ
を実᪋しない学ᰯであるため，እ進生が在⡠し
ていなかった。$ ᰯおよࡧ & ᰯは㧗ᰯ入ヨを実
᪋し，እ進生がෆ進生と同➼，もしくは多い学
ᰯであった。7DEOH  から確認されるように，
እ進生が在⡠しない % ᰯでは，♫఍的適応力が
「増ຍ」する生ᚐが「ῶᑡ」する生ᚐよりも多
く，一᪉で，$ ᰯおよࡧ & ᰯは➼ẚ⋡であると
考えられる。እ進生が入学することについてᩥ
㒊┬㸦㸧は，学業上のいわࡺる「中だるࡳ」
の対⟇となるとᣦ᦬しているが，本研究では，
እ進生が入学することにより♫఍的適応力がప
ୗする生ᚐの増えるࣜスクが㧗いことが示唆さ
れた。このことは，ᑻ度の㉁問㡯目をᅇ⟅する
というᐈ観的な自己⌮ゎを行う上で，より大人
ࡧたእ進生と┦対的にẚ㍑してしまっていると
ゎ㔘される。 
中学３ᖺ時のタ࢖ࣉにおけるྛ変数の変໬の検
討 
 中学３ᖺ時のタ࢖ࣉにおけるྛ変数の「増ຍ」
と「ῶᑡ」のẚ⋡の㐪いを検討する上఩の検定
として，ྛ変数の変໬と中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ
性の㛵連を検討した結果，精神的඘㊊の変໬は
中学３ᖺ時にどのタ࢖ࣉにᒓするかで，「増ຍ」
「⥔持」「ῶᑡ」といったẚ⋡の傾向に㐪いがあ
ることが確認された。一᪉で，♫఍的適応力の
変໬はどのタ࢖ࣉにᒓするかによらࡎ，ある一
定の「増ຍ」「⥔持」「ῶᑡ」といったẚ⋡の傾
向をもつことが示唆された。そこで，本研究の
目的である，中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性における
ྛ変数の「増ຍ」と「ῶᑡ」のẚ⋡の㐪いを検
討した。 
 その結果，中学３ᖺ時のタ࢖ࣉᒓ性と㛵連が
山田・藤井・桂川・菅野：私立中高一貫校における精神的充足および社会的適応力の短期縦断的研究
―43―
ḟ⟅⏦㸦ᖹ成㸷ᖺ㸴᭶㸧 
ᩥ㒊科学┬㸦㸧生ᚐᣦᑟᥦ要 ᖹ成  ᖺ
᭶ SS 
日本⮫ᗋ心⌮ኈ㈨᱁認定༠఍㸦㸧 ⚾立学
ᰯ へ の ⮫ ᗋ 心 ⌮ ኈ 支 ᥼ の ྲྀ り ⤌ ࡳ 
KWWSZZZIMFEFSRUMSVKLULWVXKWPO
!㸦 ᖺ  ᭶  日㸧 
ྜྷ田❶Ꮚ㸦㸧⚾立中学・㧗ᰯにおける⥭ᛴ
対応̿スク࣮ル࢝࢘ࣥࢭラ࣮の活動状ἣと
⥭ᛴ対応に対する意㆑ 学ᰯメࣥタル࣊ル
ス，， 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
早 稲 田 大 学 臨 床 心 理 学 研 究　第14巻　第１号
―44―
 The longitudinal study of Development of Mental Energy and 
Social Adjustment in the private secondary school 
 
Tatsuto YAMADA*, Taisuke KATSURAGAWA***, Yasushi FUJII**,  
and Jun KANNO** 
 
*Graduate School of Human Science, Waseda University 
**Faculty of Human Science, Waseda University 
***Student Support Center, Okayama University 
 
 
Abstract 
 
To identify changes in psychological conditions of private secondary school students in 
Japan, this study employed the Development of Mental Energy and Social Adjustment 
Scale. The variables “Development of Mental Energy” and “Social Adjustment” were 
examined in terms of whether they increased, remained constant, or decreased, and 
thereafter classified as high or low. Subjects of survey person was 300 people and 
examined the change of the psychology variables in the first grade at a high school 
since the third grade at a junior high school. The psychological variables were ranked 
in descending order based on their extent of increase/decrease in most type attributes. 
Results indicated that the increase in “Mental Energy” was more significant than the 
decrease for “introverted type” and “breathless type.” Furthermore, the increase in 
“Social Adjustment” was more significant than the decrease for “mischievous type.” 
 
Keywords: Development of mental energy and social adjustment, private secondary 
school, longitudinal study 
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